
｜
ネ
パ
ー
ル
写
本
と
の
出
会
い

私
が
ネ
・
ハ
ー
ル
写
本
に
興
味
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

ｚ
騨
陸
○
口
巴
声
儲
○
目
ぐ
①
“
ゞ
ｚ
８
巴
の
目
録
（
ネ
パ
ー
ル
国
立
図
書
館

所
蔵
仏
典
目
録
四
冊
Ｉ
谷
大
図
書
館
所
蔵
）
に
よ
っ
て
、
『
大
乗
荘

厳
経
論
』
の
諸
写
本
を
手
に
入
れ
た
と
き
に
始
ま
る
と
い
っ
て
よ

い
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
ま
で
に
も
例
え
ば
長
尾
博
士
の
「
カ
ト
マ

ン
ド
ゥ
の
仏
教
写
本
典
籍
」
（
岩
井
博
士
古
稀
記
念
典
籍
論
集
所
収
、

昭
和
犯
年
）
や
、
ロ
Ｑ
Ｑ
巨
鼻
旨
ゅ
ロ
ロ
ゅ
○
Ｈ
ご
扇
具
昏
①
囚
拭
巨
胃
四
ｑ

（
大
正
大
学
研
究
紀
要
第
四
十
輯
、
昭
和
訓
年
）
な
ど
に
よ
っ
て
、
ネ
パ

ー
ル
写
本
に
少
し
は
興
味
を
も
っ
て
い
た
。

し
か
し
こ
れ
ら
の
写
本
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
如
何
に
困
難
で

あ
る
か
は
、
長
尾
博
士
の
論
文
を
読
め
ば
す
ぐ
わ
か
る
。

「
短
時
日
の
旅
行
者
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
ら
三
図
耆
館
の
蔵

研
究
ノ
ー
トネ

パ
ー
ル
写
本
と
私

ｌ
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
テ
キ
ス
ト
校
訂
雑
感
Ｉ書

の
一
部
だ
け
で
も
、
精
細
に
調
査
す
る
こ
と
は
不
可
能
で

あ
る
。
然
ら
ば
写
真
撮
影
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
将
軍
カ
イ

ゼ
ル
は
極
め
て
寛
宏
で
簡
単
に
之
を
認
め
て
く
れ
た
が
、
他

の
二
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
国
有
で
あ
る
だ
け
に
容
易
で
は

な
か
っ
た
」
（
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
の
仏
教
写
本
典
籍
二
四
頁
）

し
か
も
私
が
興
味
の
あ
る
論
害
は
、
肉
昌
印
①
Ｈ
ｇ
馬
。
丘
○
国
よ

り
も
国
①
目
丙
且
ｏ
昌
①
○
画
。
ロ
の
方
が
唯
識
論
害
（
大
乗
荘
厳
経

論
や
唯
識
二
十
論
・
唯
識
三
十
頌
な
ど
）
を
多
く
収
集
し
て
お
り
、

ま
た
囚
Ｒ
Ｅ
胃
四
ｑ
に
も
大
正
大
学
研
究
紀
要
「
田
口
邑
巨
黒

冨
四
口
易
ｏ
国
営
⑩
具
昏
①
国
胃
巨
耳
閂
己
の
目
録
を
参
照
す
る

と
、
私
の
見
た
い
写
本
が
多
く
保
管
さ
れ
て
い
る
が
、
長
尾
博
士

の
御
報
告
に
よ
れ
ば
、
悶
昌
の
①
Ｈ
○
○
馬
。
堂
○
口
（
将
軍
カ
イ
ゼ
ル
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
以
外
の
図
耆
館
で
は
、
写
真
撮
影
も
ま
ま
な
ら

舟

橋
尚
哉
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ぬ
と
な
れ
ば
、
あ
き
ら
め
る
よ
り
他
は
な
い
と
思
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
高
野
山
大
学
の
氏
家
覚
勝
教
授
（
当
時
、
氏
家
昭
夫

講
師
）
が
二
年
間
の
ネ
・
〈
ｌ
ル
留
学
を
終
え
て
帰
国
さ
れ
、
ｚ
Ｐ
‐

は
○
口
巴
シ
Ｈ
ｏ
ご
く
の
、
ゞ
ｚ
ｇ
こ
の
目
録
四
冊
〔
の
コ
ピ
ー
〕
を
大
谷
大

学
の
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
、
更
に
今
ま
で
四
時
巨
胃
色
昌

や
国
の
日
両
旦
○
呂
①
３
○
口
を
初
め
と
し
て
、
多
く
の
写
本
典
籍

が
こ
の
Ｚ
煙
茸
○
巨
皀
缶
Ｈ
ｏ
冨
ぐ
の
の
）
ｚ
ｇ
巴
に
移
管
さ
れ
、
幸
い
な

こ
と
に
こ
れ
ら
の
写
本
を
一
般
に
も
公
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ

た
と
い
う
こ
と
を
、
こ
の
時
初
め
て
知
っ
た
。

早
速
、
氏
家
覚
勝
教
授
に
手
紙
を
出
し
て
、
ｚ
Ｐ
は
○
口
巳
津
崎
‐

ｏ
目
ぐ
の
⑳
ゞ
ｚ
８
こ
の
目
録
に
載
っ
て
い
る
私
の
興
味
の
あ
る
唯
識

諭
書
を
ど
の
よ
う
に
し
て
取
り
寄
せ
た
ら
よ
い
か
を
相
談
し
た
と

こ
ろ
、
紹
介
し
て
頂
い
た
方
が
名
古
屋
大
学
卒
の
高
岡
秀
暢
氏
で

あ
っ
た
・
彼
は
ネ
・
ハ
ー
ル
に
留
学
中
、
仏
典
に
興
味
を
持
ち
、
そ
の

後
、
仏
教
典
籍
の
写
本
が
散
逸
す
る
こ
と
を
危
倶
し
て
、
ネ
・
ハ
ー

ル
の
各
寺
院
に
保
管
さ
れ
て
い
る
写
本
を
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に

収
め
て
い
た
と
い
う
。
そ
し
て
私
は
彼
に
頼
ん
で
い
く
つ
か
の
ネ

。
〈
－
ル
写
本
を
容
易
に
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
あ
る
。

㈲
大
乗
荘
厳
経
論
（
冨
己
国
司
昌
呂
茸
巴
、
目
囿
目
）

当
時
、
私
は
授
業
で
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
の
梵
蔵
漢
対
照
に
よ

る
講
読
を
行
な
っ
て
い
た
の
で
、
龍
谷
大
学
所
蔵
の
大
谷
探
検
本

Ａ
本
、
Ｂ
本
は
参
照
し
て
い
た
が
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
と
チ
↓
、
ヘ
ッ

ト
訳
と
合
致
し
な
い
と
こ
ろ
が
と
こ
ろ
人
～
に
あ
り
、
そ
の
個
所

に
相
当
す
る
大
谷
探
検
本
Ａ
本
．
Ｂ
本
を
見
る
と
、
住
々
に
し
て

チ
ベ
ッ
ト
訳
と
合
致
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
テ
キ
ス
ト
（
レ
ヴ
ィ
本
）
を
大
谷
探
検
本
Ａ
本
．
Ｂ
本
や
チ
ベ

ッ
ト
訳
に
よ
っ
て
訂
正
す
べ
き
で
あ
る
か
ど
う
か
を
検
討
中
で
あ

っ
た
。
と
い
う
の
は
、
大
谷
探
検
本
Ａ
本
．
Ｂ
本
の
間
で
も
一
致

し
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
ま
た
明
ら
か
に
写
し
間
違
い
と
思
わ
れ

る
と
こ
ろ
も
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
写
本
に
よ
っ
て
レ
ヴ
ィ
本
を

訂
正
す
る
こ
と
に
は
、
当
然
限
界
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
そ
れ
に
先

行
す
る
写
本
、
ま
た
は
レ
ヴ
ィ
本
の
原
本
な
ど
が
ネ
。
〈
－
ル
に
あ

れ
ば
、
そ
れ
に
よ
っ
て
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
の
テ
キ
ス
ト
校
訂
が

出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
た
。

ｚ
ｐ
は
○
］
〕
巴
診
Ｈ
ｏ
冨
ぐ
＄
〕
ｚ
名
巴
の
目
録
の
三
冊
は
国
曽
呉
呂
‐

ｏ
君
鼻
国
昌
凋
目
・
目
目
と
な
っ
て
お
り
、
第
四
冊
目
が
留
日
‐

も
胃
昌
日
宙
⑳
且
目
且
閏
３
口
Ｐ
ぐ
耐
僅
制
）
と
な
っ
て
い
た
の
で
、
こ

の
目
録
の
第
四
冊
目
に
従
っ
て
最
初
に
取
り
寄
せ
た
写
本
が
ｚ
○
．

９
画
（
私
は
こ
れ
を
ｚ
シ
本
と
略
称
）
と
目
録
に
載
っ
て
い
な
い
写
本

（
私
は
こ
れ
を
黒
本
と
略
称
）
だ
っ
た
と
思
う
。
そ
の
後
、
目
録
の

第
二
冊
目
陣
冒
筋
目
弓
鼻
国
昌
目
に
従
っ
て
取
り
寄
せ
た
写
本
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が
ｚ
○
．
茸
．
画
曾
（
ｚ
“
本
と
略
称
）

ｚ
ｏ
、
８
．
９
（
ｚ
・
本
と
略
称
）

で
あ
り
、
目
録
の
第
四
冊
目
の
ｚ
ｏ
．
ｇ
岸
自
国
本
と
略
称
）
も
そ

れ
と
相
前
後
し
て
取
り
寄
せ
た
と
思
う
。

こ
れ
ら
の
写
本
の
転
写
の
順
序
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
私
が

鍜
吟
小
口
睡
塞
本
大
乗
荘
厳
経
論
の
研
究
」
（
国
聿
皀
刊
行
会
昭
和
帥
年
、

三
○
頁
’
三
九
頁
）
に
「
第
一
章
第
三
節
ネ
・
〈
－
ル
諸
写
本
の
同
異

と
そ
の
転
写
に
つ
い
て
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
も
と
に
論
じ
て
い

る
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
が
、
今
考
え
る
と
ｚ
陸
本
は
ｚ
国

本
か
ら
の
転
写
で
あ
る
か
ら
ｚ
・
本
と
名
づ
け
、
ｚ
・
本
は
ｚ
画
本

よ
り
転
写
さ
れ
た
重
要
な
写
本
で
あ
る
か
ら
ｚ
陰
本
と
名
づ
け
た

方
が
よ
か
っ
た
か
と
も
思
う
。
し
か
し
私
が
最
初
に
手
に
入
れ
た

写
本
を
昌
本
と
名
づ
け
、
小
論
文
に
も
当
時
す
で
に
発
表
し
て

い
た
の
だ
か
ら
、
今
更
略
称
を
変
更
す
る
つ
も
り
は
な
い
。

ロ
唯
識
三
十
頌
〔
釈
〕
角
尉
目
低
園
‐
冨
邑
唇
）

〔
目
己
日
心
房
倒
昌
百
眉
亭
ヴ
ロ
倒
望
四
日
〕

『
唯
識
三
十
頌
』
は
『
唯
識
二
十
論
』
と
と
も
に
、
世
親
（
ぐ
餌
‐

切
匡
ｇ
目
冒
）
の
唯
識
思
想
の
大
系
を
解
明
す
る
上
に
重
要
な
諭
書

で
あ
る
。
一
般
に
定
本
と
し
て
皿
Ｆ
ｇ
時
ぐ
言
四
胃
目
算
３
国
‐

、
己
巳
〕
具
ご
誤
）
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
最
近
イ
ン
ド
で
出
版
さ

れ
た
、
冒
茸
①
且
①
①
本
（
こ
ぎ
年
）
や
冒
四
冨
昏
国
罰
国
曼
本

（
己
亀
年
）
も
あ
る
。

ｍ
原
昌
の
テ
キ
ス
ト
は
、
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
の
レ
ヴ
ィ
本
ほ

ど
の
誤
ま
り
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
誤
植
な
ど
の
問
題
が
あ
り
、

宇
井
博
士
の
「
梵
文
正
誤
訂
正
表
」
（
「
安
慧
・
護
法
、
唯
識
三
十
頌
釈

①

論
」
所
収
、
昭
和
”
年
）
や
荻
原
博
士
「
梵
文
改
訂
表
」
（
｜
‐
安
慧
造
三

十
唯
識
の
釈
論
和
訳
」
荻
原
雲
来
文
集
所
収
、
昭
和
２
年
）
な
ど
に
よ
っ

て
一
応
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
ま
だ
完
全
で
は
な
い
。

②

近
年
、
○
○
厘
巴
①
博
士
に
よ
っ
て
訂
正
が
加
え
ら
れ
た
が
、
レ

ヴ
ィ
本
の
や
腱
ｌ
や
忠
ま
で
で
あ
り
、
全
体
か
ら
い
え
ば
ほ
ん

の
一
部
分
に
過
ぎ
な
い
。

そ
こ
で
『
唯
識
三
十
頌
』
の
ネ
。
ハ
ー
ル
写
本
に
よ
っ
て
、
レ
ヴ

ィ
本
を
訂
正
ま
た
は
修
正
で
き
な
い
か
と
考
え
、
ｚ
ｇ
５
ｐ
巴

少
鳧
。
旨
く
①
、
》
ｚ
８
巳
の
目
録
に
よ
り
、
比
較
的
古
い
写
本
を
中
心

に
手
に
入
れ
る
こ
と
に
し
た
。

こ
れ
ら
『
唯
識
三
十
頌
』
の
写
本
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
「
ネ

パ
ー
ル
写
本
対
照
に
よ
る
『
唯
識
三
十
頌
』
の
原
典
考
、
並
び
に

『
唯
識
二
十
論
」
第
一
偶
第
二
偶
の
原
本
に
つ
い
て
ｌ
尿
菖
本

の
原
本
を
求
め
て
ｌ
」
（
仏
教
学
セ
ミ
ナ
ー
第
鳴
号
）
一
六
頁
以
下

で
詳
し
く
論
じ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
要
点
だ
け
を
述
べ
る
こ
と
に
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日
唯
識
二
十
論
（
Ｓ
儲
島
圃
‐
ぐ
言
沙
冒
古
冨
当
煙
且

『
唯
識
二
十
論
』
は
偶
頌
並
び
に
釈
が
す
寺
へ
て
世
親
（
冒
豐
ｇ
‐

且
旨
）
の
作
で
あ
る
だ
け
に
重
要
な
論
害
で
あ
る
。
し
か
し
レ
ヴ

ィ
本
で
は
第
一
偶
第
二
偶
に
相
当
す
る
最
初
の
部
分
が
欠
け
て
い

す
る
が
、
『
唯
識
三
十
頌
』
の
写
本
は
『
唯
識
二
十
論
』
や
「
三
性

論
偶
』
と
と
も
に
圃
昌
園
（
偶
頌
）
の
み
を
集
め
た
貝
葉
の
、

比
較
的
古
い
写
本
が
一
本
存
す
る
。
弓
騨
西
本
と
略
称
〕

こ
の
他
に
安
慧
の
『
唯
識
三
十
頌
釈
』
の
写
本
が
存
す
る
〔
闇
．

澤
本
と
略
称
〕
。
貝
葉
で
十
四
葉
の
も
の
は
レ
ヴ
ィ
本
の
底
本
と
な

っ
た
写
本
で
あ
る
が
、
レ
ヴ
ィ
本
と
比
較
対
照
す
る
と
号
１
３

と
邑
騨
ｌ
冒
す
に
相
当
し
、
途
中
の
ご
Ｉ
ら
ウ
が
欠
落
し
て
い
る

こ
と
に
気
づ
く
。

ｚ
四
は
○
口
巴
匪
儲
○
亘
ぐ
の
い
》
ｚ
８
巴
に
は
も
う
一
本
貝
葉
の
も
の

が
あ
り
〔
圃
唾
本
と
略
称
〕
、
十
三
葉
で
文
章
の
途
中
か
ら
始
ま
り

途
中
で
終
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
レ
ヴ
ィ
本
と
比
較
対
照
し
て
み

る
と
、
先
程
の
句
Ｐ
．
』
本
の
欠
け
て
い
る
部
分
（
配
ｌ
こ
こ
と
合

致
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
他
に
も
『
唯
識
三
十
頌
』
の
ネ
パ
ー
ル
写
本
は
若
干
存
す

③

る
が
、
す
で
に
先
の
論
文
で
論
じ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略

李
ｑ
／
づ
（
句
○

④

て
還
元
梵
語
で
補
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
『
唯
識
三
十
頌
』
の
項

で
述
寺
へ
た
よ
う
に
、
勺
餌
恥
本
と
い
う
『
三
性
論
偶
』
『
唯
識
二
十

論
』
『
唯
識
三
十
頌
』
の
偶
頌
だ
け
を
集
め
た
梵
本
が
存
す
る
。

『
唯
識
二
十
論
』
の
ネ
パ
ー
ル
写
本
と
し
て
は
、
四
門
巨
冨
Ｐ
暑

の
目
録
に
は
ｚ
ｏ
・
忠
司
冨
目
３
巨
国
‐
園
旦
圃
や
Ｚ
。
．
ｇ
函

ご
目
目
３
ｓ
］
国
‐
ａ
百
四
℃
ご
と
彦
倒
ゆ
く
Ｐ
》
ｚ
○
．
糧
④
ぐ
昌
日
の
胃
房
早
急
言
凹
‐

も
丘
‐
目
鼻
Ｈ
四
国
‐
め
己
旦
官
な
ど
が
あ
る
の
に
、
ｚ
四
は
○
国
巴
琵
目
ご
く
の
め
ゞ

ｚ
名
皀
の
目
録
に
は
切
昌
胃
呂
ｏ
召
鼻
息
口
角
目
や
鯉
ｚ
○
．
印
画
．

胃
つ
④
『
ぐ
〕
日
の
房
似
ず
旨
幽
い
『
沙
門
ロ
〔
風
百
四
も
ご
冒
働
茸
四
庁
倒
⑩
己
Ｑ
宮
口
〕
の
Ｊ
も

の
と
、
の
ｄ
ｏ
５
四
句
Ｐ
目
（
国
騨
ロ
ロ
・
ぱ
い
。
胃
＄
ご
四
国
憩
倒
ｐ
）
や
認
》
ｚ
○
・
四
邑

冨
罠
息
時
閏
圃
尉
時
：
ロ
倒
当
四
日
の
も
の
と
位
し
か
見
あ
た
ら
な
い
。

そ
の
中
、
ｚ
○
．
忌
弓
は
貝
葉
で
六
葉
し
か
現
存
し
な
い
が
弓
四
．

岸
本
と
略
称
〕
、
初
め
の
一
葉
が
欠
け
て
い
る
の
で
、
全
七
葉
の
写

本
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
レ
ヴ
ィ
が
底
本
と
し
た
写
本
は
、
お

そ
ら
く
こ
の
写
本
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
レ
ヴ
ィ
は
弓
が
欠
け
て

い
た
の
で
、
こ
れ
に
相
当
す
る
個
所
を
す
等
へ
て
還
元
梵
語
で
補
っ

た
の
で
あ
る
。
（
第
一
偶
第
二
偶
の
梵
本
は
別
に
偶
頌
だ
け
を
集

め
た
写
本
が
見
つ
か
っ
た
の
で
、
レ
ヴ
ィ
は
仏
訳
を
出
版
す
る
と

⑤

き
に
発
表
し
て
い
る
。
）

ｚ
胃
５
国
己
鈩
Ｈ
ｏ
宮
ご
①
ｍ
、
ｚ
ｇ
巴
に
は
こ
の
他
に
も
貴
重
な
ネ

・
ハ
ー
ル
写
本
が
多
く
存
す
る
が
、
今
は
私
の
興
味
の
あ
る
唯
識
論

戸 司

り」



書
を
中
心
に
紹
介
し
た
ま
で
で
あ
っ
て
、
今
後
、
こ
れ
ら
の
ネ
。
ハ

ー
ル
写
本
が
多
角
的
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
念
ず
る
と
と
も
に
、

ま
た
新
し
い
未
発
見
の
写
本
が
見
つ
か
っ
た
り
す
る
可
能
性
も
十

分
あ
る
と
思
う
。
補
註

ニ
ネ
・
〈
－
ル
写
本
に
よ
る
テ
キ
ス
ト
校
訂
雑
感

『
大
乗
荘
厳
経
論
』
の
授
業
（
講
読
）
を
や
っ
て
い
て
レ
ヴ
ィ
本

に
数
多
く
の
訂
正
す
謡
へ
き
点
が
見
つ
か
っ
た
の
で
、
一
度
こ
れ
ら

を
ま
と
め
て
発
表
し
た
い
と
か
ね
て
考
え
て
い
た
。
初
め
は
私
の

気
づ
い
た
点
の
み
を
取
り
上
げ
、
「
仏
教
学
セ
ミ
ナ
ー
」
や
「
印
度

学
仏
教
学
研
究
」
に
「
大
乗
荘
厳
経
論
の
原
典
考
（
ま
た
は
原
典

の
考
察
）
」
と
い
う
形
式
で
発
表
し
て
い
た
が
、
「
校
訂
テ
キ
ス
ト
」

の
方
が
ど
こ
を
ど
の
よ
う
に
訂
正
し
た
の
か
一
目
瞭
然
で
あ
る
の

で
、
で
き
れ
ば
「
校
訂
テ
キ
ス
ト
」
を
発
表
し
た
い
と
思
っ
て
い

た
。

た
だ
「
校
訂
テ
キ
ス
ト
」
は
印
刷
屋
泣
か
せ
の
組
版
で
あ
る
の

で
、
は
た
し
て
出
版
社
が
引
受
け
て
く
れ
る
か
ど
う
か
が
心
配
で

あ
っ
た
。
そ
こ
で
「
仏
教
学
セ
ミ
ナ
ー
」
（
第
調
号
）
に
校
訂
テ
キ

ス
ト
の
一
部
を
発
表
し
て
、
こ
れ
を
著
書
出
版
の
参
考
に
で
き
れ

ば
と
考
え
た
。
実
際
、
先
に
「
仏
教
学
セ
ミ
ナ
ー
」
（
第
習
互
で

校
訂
テ
キ
ス
ト
の
一
部
を
発
表
し
た
後
、
諸
先
生
方
か
ら
御
助
言

を
頂
い
た
お
陰
で
、
い
く
つ
か
の
不
適
切
な
切
り
方
や
誤
ま
り
を

訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
に
御
助
言
を
頂
い
た
諸
先
生
方

に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

例
え
ば
目
四
面
母
目
Ｐ
》
脅
曽
農
昌
目
色
で
あ
る
が
、
先
に
は

具
菖
目
甲
冒
四
国
四
》
農
国
史
目
色
な
ど
と
の
関
連
で
、
目
色
目
白
自
国
、

陣
当
巳
β
当
習
煙
と
し
て
い
た
が
、
特
に
日
昌
印
鼠
ご
霞
は
お
か

し
い
と
い
う
意
見
が
多
く
、
著
書
で
は
目
色
目
乱
ロ
四
・
町
習
四
菌
‐

ぐ
曽
屈
と
し
た
。

良

先
に
は
ロ
ｑ
‐
且
ご
冒
冨
：
留
日
と
し
た
の
を
、
シ
ｇ
己
冨
‐

国
ご
協
画
目
屋
。
ｏ
ゆ
く
ゆ
き
ロ
闇
ぐ
胃
己
と
の
関
連
で
、
ｐ
ご
幽
昌
〕
冒
冒
‐

ｌ
、

。
、
、

号
３
日
と
し
、
註
③
を
つ
け
た
。

先
に
は
Ｐ
Ｈ
昏
四
‐
ぐ
号
置
習
い
３
日
冒
月
員
①
と
し
た
が
、
写
本
を

よ
く
見
る
と
斤
日
貝
①
で
は
な
く
胃
鳥
目
目
⑦
と
な
っ
て
い
た
の

で
、
レ
ヴ
ィ
本
の
冒
境
貝
①
を
訂
正
し
て
胃
鳥
目
目
の
と
し
、

註
⑤
を
つ
け
た
。

先
に
は
四
具
胃
邸
時
閉
と
し
て
い
た
が
、
鼻
目
が
中
性
で
あ

る
の
で
、
色
ｐ
８
Ｈ
母
房
四
日
で
な
い
と
読
め
な
い
と
の
こ
と
で
、

写
本
で
は
沙
具
胃
母
時
四
ｍ
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
文
法
を
重
視

し
て
色
目
苗
圃
冒
冨
日
と
し
、
註
⑮
を
つ
け
た
。

先
に
は
写
本
を
重
視
し
て
四
目
窓
冨
さ
冒
冨
く
目
と
し
た
が
、

意
味
の
上
か
ら
著
書
で
は
色
目
盟
冨
‐
ｇ
自
盟
ぐ
目
を
採
用
し
、
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註
⑯
を
つ
け
た
。

こ
の
他
、
先
に
「
仏
教
学
セ
ミ
ナ
ー
」
（
第
鎚
号
）
に
校
訂
テ
キ

ス
ト
の
一
部
を
発
表
し
た
お
蔭
で
、
著
書
出
版
の
折
、
修
正
や
訂

正
が
で
き
、
間
違
い
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。

実
際
、
テ
キ
ス
ト
校
訂
と
い
う
仕
事
は
細
心
の
注
意
が
必
要
で

あ
り
、
し
か
も
写
本
問
で
異
な
っ
て
い
る
場
合
、
ど
ち
ら
を
採
用

す
る
か
を
決
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
勿
論
、
校
正
ミ
ス
は
許
さ

れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
校
正
ミ
ス
は
テ
キ
ス
ト
校
訂
で
は
致
命
的

と
な
る
場
合
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
（
今
ま
で
に
『
大
乗
荘
厳
経

論
』
の
校
訂
テ
キ
ス
ト
は
第
一
章
、
第
二
章
、
第
三
章
、
第
九
章
、

第
十
章
、
原
典
考
は
第
十
一
章
、
第
十
二
章
、
第
十
三
章
、
第
十

四
章
、
第
十
五
章
の
各
章
に
つ
い
て
発
表
し
た
が
、
全
体
か
ら
見

れ
ば
半
分
位
で
あ
ろ
う
。
）

校
訂
テ
キ
ス
ト
を
作
る
に
は
偶
頌
の
韻
律
も
重
要
で
あ
る
。
例

え
ば
第
一
章
第
四
偶
の
場
合
、
こ
の
偶
が
胃
薗
調
で
あ
る
こ
と

は
レ
ヴ
ィ
も
テ
キ
ス
ト
の
註
仙
に
指
摘
し
て
い
る
が
、
レ
ヴ
ィ
本

の
ま
ま
で
は
、

凋
冒
劉
凹
日
目
色
院
四
宮
丙
包
目
習
目
昌
騨
笛
昌

ｐ
ｍ

ｌ
ｌ
｜
こ
’
こ
一
こ
こ
ｌ
｜
ｌ
こ
こ
－
１
’

４
‐
｝
山

ぐ
ゆ
計
ぽ
い
ロ
ｍ
Ｐ
Ｑ
彦
凹
員
芦
詐
四
口
ぐ
ゅ
庁
一

こ
ｌ
Ｃ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｑ
旨
四
目
ロ
Ｐ
Ｑ
ぐ
色
目
色
ぐ
く
ゅ
く
四
ｍ
庁
冒
画
ご
く
四
回
一
四
昌
色
庁
○

牌
司

１
１
｜
亡
ｌ
Ｃ
－
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
こ
こ
－
１

４
１
手
Ⅶ

》
Ｈ
誇
彦
○
ロ
煙
○
ゆ
］
動
①
冒
凹
ロ
｜
｜
吟
一
一

’
一
匡
一
’
’
’
１
｜

と
な
っ
て
い
て
、
偶
頌
（
ａ
ｌ
ｂ
）
の
部
分
が
２
マ
ー
ト
ラ
不
足
し

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
ネ
・
ハ
ー
ル
写
本
に
よ
る
私
の
訂
正
に
よ
れ
ば
、

倒
函
旨
民
倒
冒
四
片
目
幽
唇
凹
丙
四
行
巨
戸
凹
民
画
ゆ
く
倒
Ｑ
ｐ
Ｈ
四
ｍ
四
【
ロ

“
つ

１
１
｜
こ
’
亡
一
こ
こ
ｌ
｜
ｌ
こ
こ
－
１

４
‐
》
叩

く
四
。
ご
四
。
色
ご
い
い
。
ｐ
四
門
口
汁
四
・
ぐ
ゅ
詐
一

Ｌ

ｌ
－
こ
ｌ
匡
一
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｑ
丘
凹
国
口
○
。
ぐ
四
く
い
ぐ
ぐ
ゆ
ぐ
ゆ
⑳
岸
彦
○
ぐ
目
色
ロ
一
色
ロ
四
斤
○

ｋ
息

閏
司

ｌ
ｌ
ｌ
ｃ
ｌ
匡
一
１
１
｜
ｌ
こ
こ
－
１

４
１
－
〃
訓

）
Ｈ
芹
ロ
①
ロ
四
○
四
一
動
①
目
色
唇
一
一
吟
一
一

ｌ
ｌ
Ｃ
－
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

と
な
り
、
胃
乱
訓
の
偶
と
し
て
韻
律
も
合
致
し
て
い
る
。

ま
た
第
九
章
第
八
十
偶
の
場
合
に
は
、
レ
ヴ
ィ
本
に
、

石
い
の
『
四
計
画
門
恒
函
匡
片
口
庁
ぐ
Ｐ
Ｈ
冒
口
胃
、
丘
騨
【
督
口
目
口
詳
計
四
計
ロ

ー
こ
’
亡
一
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｃ
ｌ
ｌ

ぐ
貝
胃
騨
儲
ロ
倒
言
ｐ
ｐ
ｐ
四
ｐ
ｌ

ｌ
－
Ｃ
ｌ
亡
ｌ
｜

閂
ご
倒
口
胃
口
働
尉
ロ
ヴ
Ｏ
Ｑ
ｐ
勝
色
計
く
閏
ご
勘
Ｈ
ｐ
ｑ
巨
吋
①
ご
○
Ｑ
ｐ
時

Fn
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ｌ
ｃ
ｌ
ｌ
｜
こ
’
１
１
｜
こ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｐ
胃
。
己
昌
ゆ
芹
の
一
一
ｍ
Ｃ
一
一

こ
’
こ
’
｜

と
あ
る
が
、
第
二
韻
脚
は
陛
○
園
第
一
形
式
冒
昏
制
の
場
合
、

一
こ
’
ｌ
匡
一
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
’
１
１
１
１
｜
で
は
韻

律
が
合
わ
な
い
。
そ
こ
で
私
は
ネ
。
〈
－
ル
写
本
に
よ
っ
て
次
の
如

く
訂
正
し
た
。

己
四
少
国
薗
日
唱
Ｈ
巳
６
日
目
品
ぽ
ゅ
昌
昌
日
詳
国
ｇ

ｌ
こ
’
Ｃ
ｌ
ｃ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
亡
’
１

く
員
ぐ
い
９
弾
目
色
ロ
四
ロ
ー

ｌ
ｌ
ｃ
ｌ
ｃ
ｌ
ｌ

Ｈ
ｄ
倒
昌
口
倒
目
ロ
ウ
Ｏ
Ｑ
丘
尉
四
斤
ぐ
勵
邑
駒
昌
ロ
ロ
ロ
Ｈ
①
ウ
○
口
百
時

ｌ
Ｃ
ｌ
ｌ
ｌ
亡
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｐ
胃
ヨ
む
く
い
芹
①
｜
｜
、
ｃ
｜
｜

こ
’
こ
’
｜

こ
れ
な
ら
陛
○
冨
の
形
式
と
韻
律
は
合
致
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
偶
頌
の
場
合
、
韻
律
が
合
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を

確
か
め
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
訂
正
す
。
へ
き
点
も
、
し

ば
し
ば
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
私
の
ネ
・
〈
－
ル
諸
写
本
の
転
写
順
序
の
決
定
に
つ
い
て

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が
ら
語
り
た
い
。
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
の

ネ
。
〈
－
ル
諸
写
本
の
転
写
の
順
序
に
関
し
て
、
私
自
身
こ
ん
な
に

は
っ
き
り
決
定
で
き
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
今
や
ｚ
、
本
か
ら
ｚ
・
本
や
ｚ
際
本
や
Ｂ
本
が
転
写
さ
れ

た
こ
と
は
自
明
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
Ｚ
園
本
か
ら
ｚ
渉
本
が
転

写
さ
れ
た
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
と
思
う
。
こ
れ
ら
の
証
明
に
つ

い
て
は
、
拙
著
鍜
岼
仙
回
抄
鐸
本
大
乗
荘
厳
経
論
の
研
究
」
の
第
一

章
第
三
節
「
ネ
・
ハ
ー
ル
諸
写
本
の
同
異
と
そ
の
転
写
に
つ
い
て
」

で
詳
し
く
論
じ
た
の
で
こ
こ
で
は
省
略
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と

が
わ
か
っ
て
き
た
背
景
に
は
、
各
写
本
間
の
相
異
を
書
留
め
て
い

っ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
写
本
を
決
定
し
て
行
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、

こ
の
方
法
に
気
づ
い
た
背
後
に
は
、
意
外
に
も
私
の
梵
語
文
法
の

授
業
と
関
連
が
あ
る
の
で
あ
る
。

今
か
ら
十
年
程
前
、
私
が
初
め
て
梵
語
文
法
の
授
業
を
担
当
し

た
折
、
張
り
切
っ
て
い
た
の
か
デ
ー
ヴ
ァ
ナ
ー
ガ
リ
ー
の
文
字
を

教
え
る
と
そ
の
後
で
、
別
の
デ
ー
ヴ
ァ
ナ
ー
ガ
リ
ー
の
テ
キ
ス
ト

し

を
コ
ピ
ー
し
て
配
り
、
五
月
の
連
休
の
間
に
二
、
三
頁
を
ロ
ー
マ

ナ
イ
ズ
し
て
提
出
す
る
よ
う
宿
題
を
出
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
大

部
分
の
学
生
は
わ
か
ら
な
い
個
所
は
空
白
に
し
な
が
ら
も
真
面
目

に
ロ
ー
マ
ナ
イ
ズ
し
て
提
出
し
た
が
、
中
に
は
他
人
が
ロ
ー
マ
ナ

イ
ズ
し
た
ノ
ー
ト
を
ま
る
写
し
す
る
学
生
も
い
た
。
確
実
に
他
人

の
も
の
を
写
し
た
と
思
わ
れ
る
数
名
の
学
生
を
授
業
の
後
、
教
室
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に
残
っ
て
も
ら
い
、
Ａ
君
か
ら
Ｂ
、
Ｃ
へ
、
Ｂ
君
か
ら
Ｄ
・
Ｅ
へ

と
写
し
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
と
、
何
故
先
生
は
そ
れ
が
わ
か
っ
た

の
か
と
不
審
そ
う
に
言
う
の
で
、
他
人
の
も
の
を
写
し
た
も
の
は

写
し
間
違
い
が
必
ず
あ
り
、
ロ
ー
マ
ナ
イ
ズ
さ
れ
た
二
つ
の
ノ
ー

ト
を
較
べ
れ
ば
、
写
し
間
違
い
が
あ
っ
た
り
、
余
分
な
文
字
が
加

わ
っ
た
方
が
後
か
ら
転
写
さ
れ
た
も
の
だ
と
答
え
た
。

実
は
こ
の
方
法
が
そ
の
ま
ま
ネ
パ
ー
ル
写
本
の
転
写
の
順
序
を

決
め
る
鍵
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
方
法
は
あ
る
い
は

史
料
を
扱
う
専
門
家
か
ら
見
れ
ば
邪
道
か
も
し
れ
な
い
が
、
た
ま

た
ま
原
典
を
正
確
に
読
も
う
と
思
い
、
ネ
パ
ー
ル
写
本
を
比
較
対

照
し
て
い
る
う
ち
に
気
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
方

法
に
よ
っ
て
ネ
パ
ー
ル
写
本
の
転
写
の
順
序
が
決
定
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
、
著
書
で
も
そ
の
よ
う
に
論
じ
た
わ
け
で
あ

る
。

今
後
『
大
乗
荘
厳
経
論
」
全
体
の
校
訂
テ
キ
ス
ト
を
出
版
す
る

こ
と
が
私
の
夢
で
あ
る
が
、
印
刷
屋
泣
か
せ
の
組
版
を
引
受
け
て

く
れ
る
出
版
社
が
あ
る
か
ど
う
か
と
思
い
な
が
ら
、
テ
キ
ス
ト
校

訂
の
仕
事
を
進
め
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。

註①
「
荻
原
雲
来
文
集
」
六
二
八
頁
参
照
。

②
⑦
。
こ
〕
己
。
》
甸
国
唱
口
①
具
ぃ
旦
陛
三
国
日
鼻
房
目
昌
凰
房
習
菅
騨
‐

も
鯨
ほ
ぼ
い
い
冒
四
冒
匙
〕
①
勺
湧
井
口
秒
○
○
厘
の
ｏ
武
○
邑
旦
目
号
①
岸
恥
冒
白
魚
口
巨
め
。
Ｈ
巷
詳

口
目
色
庁
①
Ｈ
』
い
］
い
］
＠
ｍ
鯨

③
拙
稿
暴
岬
何
挫
零
本
「
唯
識
一
干
頌
』
の
原
典
考
、
並
び
に
「
唯

識
二
十
論
』
第
一
偶
第
二
偶
の
原
本
に
つ
い
て
ｌ
尿
風
本
の
原
本

を
求
め
て
ｌ
」
（
仏
教
学
セ
ミ
ナ
ー
第
娼
号
）

④
原
急
本
で
は
還
元
梵
語
で
補
わ
れ
て
い
る
が
、
い
ぼ
畠
は
仏
訳

を
出
版
す
る
と
き
に
、
第
一
偶
第
二
偶
（
偶
頌
の
み
）
の
梵
本
を
発

表
し
て
い
る
。

⑤
の
．
尿
急
“
冨
煙
芯
国
四
目
桝
弓
日
ロ
陣
且
の
自
邸
切
戚
日
の

ぐ
言
名
陣
日
弾
目
》
勺
②
風
の
己
路
、
や
］
調
参
照
。

（
昭
和
六
十
二
年
九
月
二
日
脱
稿
）

補
註
昨
年
の
十
一
月
二
十
八
日
の
チ
ベ
ッ
ト
学
会
に
お
け
る
松
田
和

信
氏
の
研
究
発
表
に
よ
れ
ば
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
十
三
世
寄
贈
の
レ

ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
写
本
の
中
か
ら
『
職
伽
師
地
論
』
の
摂
決
択
分

の
梵
文
断
簡
が
十
二
葉
見
つ
か
り
、
照
合
の
結
果
、
巻
弱
１
巻

型
に
相
当
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
（
大
正
三
○
、
五
八
九

ｂ
’
六
○
○
ｃ
に
相
当
）
ま
た
『
華
厳
経
』
の
普
賢
菩
薩
行
品

の
梵
文
断
簡
も
一
葉
見
つ
か
っ
た
と
い
う
。
（
昭
和
六
十
三
年

一
月
記
す
）
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